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林木の挿木困難樹種に關する研究(第二報)

Studies on the difficult trees of Cutting. 2nd RePort

S.ASADA. M.NAKATSUBO and K.HASEGAWA

淺 田 節 夫 　 中 坪 賢 雄 　 長 谷 川 勝 好

I.緒 言

｢か らよっ｣田は中郡山猫地域の歪要造林罰積にして,近年特に其の重要性を均 して釆た｡然るに当

椀種は隔年結実をなすがため之が造林計識特に苗木生産に支障を求していろ.経て歴々本樹の挿木が考

えられて来た｡筆者も本樹の挿木に就き1947年以来研究を鋳けていろ｡其の-･苦は 班に報せ した1)O本

報告拭1930-1951年に亘 り主 として CallllS形成 の意義に就き実験 したものである｡1950年度の冥験は

長野営林署柏原苗圃に於て実施し六つ1951年度は京大演習林本部試験地に於て実施 した.丙実験を行うに

当り初年度は長野営林局経営部長矢野扱虚,造林課長阿部藁賢,蓬林課牛山六郎,長野営林署長政岡金

質,同経営課長中野置二郎,同池井防, 柿本慶治諸氏の御重力を得,次年度は京都大学沼田教授,中山

助教授の御指導を得たO佃本学郡高馬教授に終始御支援を仰いだ ,本報告をとりまとめるに当り,上記

各位に厚 く感謝する｡

2.雷 駿 概 要

A.柏原実験

fL.実験材料及方法

1.奨験場所 長野営林署柏原苗田

2.母 樹 9年～9年壁及当年_ELi稚苗

3.挿 穏 上記母横の当年生較及一年生抜 (長さ2O-15cm,太5-3mlュ)

4.予 摺 aナ フ タ 1)ン4万倍,6時間盛理

5.押付時期及本数 5月5日-9823日の問7回挿付,各回巧0本～10()本使用o

G.挿 拝 挿梓は一般床及沈帝 (Photo1)の二種郡.

気桑測定結果は省署したC,7)

b.実験結果

1.挿槙の日数経過に作 う枯死歩合調査結果は次の第-宍～第三表の如 くであった｡

2.発根僧体本数及発限部位の調査結男は第四表の如 くであった｡

P'.京大実験

II.実験材料

1.実験場所 京都大草演習林本部試験地｡

2.位 樹 1年,2年,18年生 の三校研｡

3.挿 棺 2年生は2年生抜の部位を附す｡18年_ft:_は3年_FE三枝を用いた｡

1).実験方法

1.予措 (1)aナフタ l)ン4万倍6時間庖理｡

(2)2-I-D10万倍L3時間虞理｡

2･試験匡 (1)母横令1年2年生の押頂は三月骨三日之をポッ トに直挿 した｡ (2)1隼,2年,
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18年生の挿穂は C仙 tsPitsmt如10(1-)を際用し,三月二十三日土中哩赦し,CallllS形成の段

階で夫々挿別が 二O挿御幸期は次の如 くであった. (但 し18年生は二目二十三日,土中埋蔵

した｡)

第 二回,4月_1,0日種付

第二円 4月23日_~ク.

J第三回 4月28日/V

;ち.CiLllilSpitsmc!Lho_(i

(1)阿L,fr,fl,･に埋蔵する区l

(2)Ghssroom に.於て哩荘する置

哩萩中の沼皮紋附表第二に示 した｡

4.其他 供試土壌は砂質壌土とし,押付の深さはIO-14cm直角樺とす. ポットに挿付けをフレ-

ムに入れ管理した｡

C. 突放結果

1.C王lllllSfornmti･)11調査

(イ)4月16日(2相･罪過)調黍,Citll頑,),成精 開々始す｡1年 2年生婦徳は暑々同程度であり,18

年生は2月23日接続 したため上記より進んでいたO夫 萌々芽開始すO(llhoto2.1)toto3.

参照)

(い)4r=32:‡R(32日経過)(九1llLq形成前回と同程度,前芽稚 進々む｡ (photo4参照)

(-)4月28El(37日経過)調香,Ctlllus形成史に進む｡CnllllS抜髄の部分を完全に包む｡萌芽更

に進むも18年生のみ関節せずO (i)h･)to5葛I.qi)

2.挿穂の枯死調査

第1回 6月4日,第2甲 (;月17日,第3回 6月3相 ,夫々健全枯死判調査し,御 回 8月14日ylF.取T)

槙群調香す｡

第1表～ltl表は夫 各々宗則枯死速変調黍を安示 したo叉第f!O衣は発棋部位を表示 した 0

3.考 察

(1)母樹令と挿標の活着に就いて

'母釣の樹令が若い程活着が良好で,あり,同一位樹にて,1年TfJ三枝 と当年生後とを 比較するとき当年生

枝が病者良好であった｡即ち柏原実験でみろ如く,8牢～9年生樹の1年生按.雷年後を比較Tるとき 6

月26日挿付した場合按,後者は前者に比 し迄に荊着良好であった｡(葦三表参照)

付し普通床にては却て一年生技が良好であった｡(質-表参照)｡又一年生稚苗を使用した場合,当年生

枝に比 し気象隙件不良なる場合7)でも成蕗が好かつたことは注目すべきである｡(節-表参照) 攻に京

大で英験した 1年,2年,18年TLl三各母悦よりの挿校を比戟するとき,1,2年生は18年封 こ比し迄に活着成

賃良好であった｡(第19表及第5表～第18売春J!モi)
(2)C1llHuq形成に就て｡

1年,2年,8-9年,18牢!L=_樹の CfLITll与形成について考察すると,各樹令の段階に於て CallllSは形成

され免い樹種であることがわかる｡次に.Call1151形成と萌芽に託てみると (CallllSPitsrr.cthodに於て)

(加111りfZ戒とr=l-]時に挿按は甫芽を始めたO之は種付が終了する迄魔 力抑制する.必要がある｡特に発根

に必要なェネルギ-を消耗するためであろう0本実験に於て,大部分挿榛を萌芽させたの紘失敗であっ

たo比の点直挿放有利でJぁり,従って,持死卒は小であった⊃(第五表参照t) C壬lllu,q形成 と第枚につい

てみると,椀令l,2牢El=_樹は (hlluH;-B位より糞低をみた｡(photos-8参照) 然 し,柏原の例で,地

表下1tknl以上押込んだ3g,･合 わ膵 区では榊 民芽の部位叉抹節間の部位より糞槙をみた.(phot･{9参照)
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(3)挿標の枯死速度に託て

挿付後其の枯死率を表示すれば,第 1表～第 3表及第 5表～第19表である｡(九llus形成の種 0々3段階

に放ける枯死率に放ては第5表一第19表にみられろ如く即ちCallllS形成が促進される程,其の速度を速

めた｡之が原因に就ては前述 した｡次に普通床と沈床とに於ける枯死速度に放て観察すると,沈床は普
通席に比し概 して結果は好かったo攻に虚理区と無虎理区との枯死速度に及はす影響は余りみられず,

(第;7衣-第19真弓封KZ.)又 GhSSrOCm一と圃場とに埋蔵して夫々 C仙IS形成を行う歩合,後者は前者に

比 し著 しく枯死速貴を速め声 即第10弐～第12表 と第13表～第15表 とはlLf･[目安眺用の場合両者の比較

を示 し,第6宍～第8表 と第16表～第18末とは2年生枝の比較を示す.

(4)挿標の管理に就て

挿倍の発根開始を知るため,特に程 凱々容することが必要なるも,内実鴇では地理的関係で充分調査

的肇なかったことは遺憾であったO枯死した積木,-3観察すると,地中の埋没部位が腐敗していろ場合が

多かった｡叉1年生検と当年生抜とを比較するとき,当軍政が枯死率大なろも,日時の経過と共l羊減少 し

た.(第三表参照)之披緑枝が漸次耐病性増大を示すものと考えられろ｡叉第二麦及第五表に示す如 く,

7月～8月の問 急速に根部が因放し.枯死連荘を速めたことは管理上注意すべきである｡

(5)哉根の typeに就いて

三つの tyl?Cが考えられる｡

即 (イ)Callus部位より章根する場合 (I)110tO6-8及10参.qf!_)

(｡)幹軸より零服する場合 (photo9参照)

(ハ)(イ)と (､l)の併起する場合

(イ)の形式は母樹令及挿穂0)年次の若い場合と,土中 Oの供給が C=tlltlq形成に充分の場合とに起ると

君える｡即空挺本数80本中63本及19車中6,ti-紘 (ブallllく吉5位より妻板した,(第20安及第4表参照)

(ロ)の形式は挿槽の年次 も考えられるが本実験で拭土中0プ)供給が寧ろ考えられた｡即沈床区で水分過

飽和のため,地表下 ･5-GcLTI0)所に挿樺の敬根部位が多かつたことを Ilhoto9及10は示してVlる｡

4･ S 譲

(イ)挿倍の母協令に放て

母悦の樹令が挿校の活着に影響することは多数章夫されているも,段丘 ｢ひのき｣につき同様の実験

結果が章表されているt-1)｡本実験に於ても既述の如 く,母樹令が若い誓文挿概の樹令が若vl程枯死速度

を弱め,従って活着 も良 くなることがわかった.

(ロ)挿種の採取時に裁て

上長,肥大丙生長と挿徳の採取時期 との関係に放ては既に報告 した,1) 今回の実験結果から挿穂を休

隈期に採取して C,qllllSを形成させ挿木をすると結果がよいごとがわかった｡

(ハ)CfLllllSに就て

CfLllllqPitsmetho(tに絞るからまつの挿木に放ては既にモモわれた｡4) 比の CillltlS形成の窓掛 こ放て

は既に佐在民7)報薯があるO.r') 特に本実験結果よ(()奄根が一名封内に C=11111.q部位に多 くみられたか ら,

本法はか らまつの挿木に大きな意義があると思 うQ然 し本実験結果より注患すべきことは土中埋蔵中温

度水分,操作を Con軸t】tに管理する必要がある｡即 gh ss l･00lnで埋蔵 した拓が常に圃場哩鼓笛に比

し好結果を得たことは,附衆1に示す如 く虚理中特に温度佳作が比較的 (J1.-11qLLalltを得た結果であろう｡

又 Ci17llLS形成が進む程,枯死速度新堂めたことは萌芽を促したことが悲影響を示 したことと思 うo従

って Cillhsを形成するも萌芽を促さない澄渡佳作に放て英論を必要とするO-此の点に鉦き,改構に報

告する｡

(ま)生長ホルモンに就て ′
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本樹の如 く挿木困#.宙種 と考えられている横径に対 し,生長 ホルモン慶理絵特に影響を示 さない･;)こ

とを本実験 も示ILている｡

(ホ)土中水分に就て

か らまつ樹等夢枕国雄揖瞳は柏木の萎凋を来さぬため相原の沈床にてみる如 く,土中水分を過飽和状

態に保つことも一･方法 と考 えられたO然 し CaIlllS形成及畿板に必要な0の供給をEFfつため探挿は注京

すべきである｡

5･摘 要

(1) ｢か らよっ l間の挿木に於て挿標は,母闇令が幼令なる程杭着が良 く,又同一母樹令に於て捻当

年'-L･:kLが,-年生枝,二年_fIL･.枝-,三甲 佃 に比較 し活着が良好である｡

(2)本樹の挿鰭の草根部位披 拷 して年次の若い挿徳佐用の葛合 CrLl1115形成部位より著根するものの

ようである｡

(:～)Ci､llllSl'ifsmctho(lで ぐ仙 lq形成を促す とき,成可 く土中湿圧を一定に保つこと 及訴穿刺 ささ

ないように埋蔵することが挿徳の管甥並に掛良に最 も必要族件である0

6. 引 用 文 献

(1) 洩郡 淡 ,′)､地房男 ; 林木挿木田幾樹軽に関する研究 第一報 ; (長野農専学術手指 第二は )

(Ll) 宮島 寛 ,･苗木に依るヒノキ菌の聯 如こ開する折兜 (第59回 巳,柿,大.)

(II) 1Ⅰ'G,KEttnS;I-liもIltProilng:Ltion

(4)矯疎 潤 ･, 読大卒菜論文 (昭和16年)

(T,) 佐殺敬二 ; スギ挿木に関する瑚 鋸勺研究 (大日本山林昏)

(L3〕 塚本洋太郎 ; 挿木筆触こ関する研光 第一報 (閲埜学研兜英雄 籍四輯 1919)

(T) 拷.,71節夫 ･中年劉ff:',･ カラマツ挿木に関する折兜 (Hr'i和-o咋 ) (未,Eを/式･)

SUコlIlllARY

From ourcxpcrimClltnll･C.qllltst()clltthlgOfL王Irix(1(acmPfcri)(ヱ()mt?tOCO71Clusioll a.qfollows;

1. TherootillgisllCStWhclH rCllSC(tIiebr.TIZICh)oftheytTtlll.苦est】乃()thcrtrL･.;､,mid jIlthe

co11diti0-10f.qlmCtree.Ttf,,C,itiSI)C.5tillllSCOfjIthrc.弓tricl)thrulOflst.2ii(iEm(I3J･(iagc's

llranCh.

2. AsfarfL-'makhlgl15COfyoullgCrmothertrccs,therooti-1gOfcILlttillgisgellCrally limitc(I

toca一lusformfLti0‡1'spart.

3. (hqbofCarAryhl.I,IOllt,thesocil.11αl''CallllSformfLtiollrPPtho(i",thecot)qtailtSoil'st(!】11_PLlrfLtll'rLl

all(I110叩l･OtltillI)lll･rylllgCllttillgarcLL;Sぐiltiftlterm.
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質-宍 当年_EL三枝と一年_LT三枝 との枯死速度の比較 (無慮理,普通席の場合) (柏原)

挿標区zJ:)[ 斗 年 生 稚 苗 J 斗 年 生 枝 F l 年 生 枝

描
付
後 日
の瞥:

第二安 部 垂範と沈床 との枯死速度の比較 (無産理,1年TZI=_枝の場合) (柏原)

背･ 通 床 f 沈 床

6.6.押付 i 6.16.押付

僅 全 い古柁 桓 可

20日 経 過

･'W Elll
40日 l/
60日 //
90日 ｢/

111')日 ~,I/

6.26.押付 l6.6.挿付 l6.16･押付 l 6･-06･押付

枯 死 l健 全 1枯 死 健 全 日清死 l健 全 】枯 妃 r健 全 E枯 7/i:

4

一りT
C1
1

1

∧hり

β1リ

8

9

1

=り

Jil
.4-

第三表 虞理が枯死速度に及ぼす影響 (母樹8-9年Jlミ)

第m宋 発 根 部 位 の 調 香

挿憶の珪環

1 年 生 irE

斗 年 生 枝

J■l.

語 根 去 勢

亦 膏 汚｢T ~~~~p~ー~ ~~

より雛 鳥 /DL蒜誤 外

未 発 限 本 数

5本 1 1-I)

O lこ.T

o .-ll
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pllntn 3

沈 月J(柵原)

_Ti

4月16日揮付 (埋蔵険25日経過)

挿憶の蔚芽状態を示す｡ (京大)

左より,母開3年生,母閣1年生,母鞘18卒去

4月16日揮fTl(搾蔽後25日経過〕挿穂の C:⊥1】"S 形成の度合を試す｡ (-)ii'大)

(1,母餅18年生 3年生甘 (2-)何問1年生･ rTi)母樹3年生 L3年生枝･
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励 継 ′闇 も簸 i謡

4月-Q3日締付 (埋蔵後33日経過)挿倍の Calll】S形成状態を示す｡

左 より,母相18年生,3年生抜 (閉場埋蔵),･母樹3年生 (同),母樹1年生 (同),

母御 ･年生 (粗宴唾敢),母即 年生 (同'O

photo 5

4月-08日揮刊 (埋蔵後37日経過)櫛憶の萌芽状態を正すO (京大)

左より,母即 ･8年生,母問1年生,母囲3年生｡
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photo 6

3月24日 直挿匿 (京大)

(xナフ鷹理,嘩喝二年生q

photo 8

photo 7

3月114日直挿置

字-4-D辱琴,甲樹二年生q

3月24日直挿匠 (京大)

無尿坪,母間一年生1

(京大)
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6月6日締付沈床匿

挿腰母樹8-9年生1年生桟

n~■'-'′ぐ､~▲̀~~-1 LL

--･-I14･

㌔ヽ■ - -1

6月コ7日挿付 沈床置

柿徳 母相8-9年生 当･年生放

仁柏原)


